
旧第 11 通学区 高等学校教育懇話会 第２回会議 次第 

 

日時：令和２年 10 月 16 日(金)午後２時 

場所：長野県松本合同庁舎 講堂 

 

１ 開 会 

 

 

２ 趣旨説明 

 

 

３ 自己紹介 

 

 

４ 会議事項 

 (1) 現状と課題 等 

(2) 住民説明会の報告 

(3) 再編・整備計画【一次】の説明 

(4) 中学生の期待に応える学びの場について（意見交換） 

(5) 今後の進め方について 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 

 

 

 
【第１回の論点整理】  

①「高校改革」の理念の共有方法     ②義務教育と高校の関係 

  ③普通校と専門校、定時制・通信制の関係 ④私立高校の存在 

  ⑤教員の質、研修の必要性        ⑥合意形成の図り方 



旧第 11 通学区 高等学校教育懇話会 開催要綱 

１ 目的 

この懇話会は、長野県教育委員会が「高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針」に

おいて示したこれからの高校の学びのあり方等を踏まえ、旧第 11 通学区内の将来を

見据えた高校教育について検討し、長野県教育委員会に意見・要望することを目的に

開催する。 

２ 構成及び運営 

(1)この懇話会は旧第 11 通学区の以下の役職者等により構成する。 

   ・市村長 

   ・市村教育長 

   ・産業界の代表 

   ・地域振興局長 

・ＰＴＡの代表 

   ・中学校長会の代表 

   ・高等学校長会の代表 

   ・その他地域の実情に応じた者 

(2)懇話会には座長及び副座長を置く。座長及び副座長は構成員から選ぶものとする。 

  (3)座長は、懇話会を招集し、主宰する。 

(4)副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるときはその職務を代理する。 

  (5)座長は、必要があると認めるときは、会議に構成員以外の者の出席を求めること

ができる。 

   (6)その他、懇話会の運営に関して必要な事項は、座長が別に定める。 

３ 開催期間及び構成員の任期 

この懇話会の開催期間及び構成員の任期は、長野県教育委員会に意見・要望を提出

するまでとする。 

４ 議事等の公開 

会議は公開とする。ただし、座長の判断により一部非公開とすることができる。 

５ 事務局 

この懇話会の運営のために長野県教育委員会と関係市村教育委員会で事務局を設置

する。 

なお、事務局の役割分担は次の各号のとおりとする。 

(1)県教育委員会 構成員の選任、会議用資料の収集・作成、会議の運営等 

(2)市村教育委員会 構成員の選任、会議の日程調整及び通知発出、会議の運営等 

附 則 

この要綱は令和元年 12 月 16 日より適用する。 



（敬称略）

氏　名 区分 役　職　等 備　考

臥 雲 義 尚 市 村 長 　松本市長

小 口 利 幸 市 村 長 　塩尻市長

宮 澤 宗 弘 市 村 長 　安曇野市長

藤 澤 泰 彦 市 村 長 　生坂村長（東筑摩郡村長会長）

赤 羽 郁 夫 市 村 教 育 長 　松本市教育長 副座長

赤 羽 高 志 市 村 教 育 長 　塩尻市教育長

橋 渡 勝 也 市 村 教 育 長 　安曇野市教育長

根 橋 範 男 市 村 教 育 長 　山形村教育長

飯 森 力 市 村 教 育 長 　麻績村教育長

宮 下 敏 彦 市 村 教 育 長 　筑北村教育長

樋 口 雄 一 市 村 教 育 長 　生坂村教育長

百 瀬 司 郎 市 村 教 育 長 　朝日村教育長（東筑摩郡町村教育委員会連絡協議会長）

伊 藤 茂 産 業 界 　ＪＡ松本ハイランド　代表理事組合長

千 國 茂 産 業 界 　ＪＡあづみ　組合長

平 林 正 吉 産 業 界 　松本機械金属工業会　会長

降 幡 真 産 業 界 　長野県建設業協会　安曇野支部長

井 上 保 産 業 界 　松本商工会議所　会頭

中 島 芳 郎 産 業 界 　塩尻商工会議所　会頭

髙 橋 秀 生 産 業 界 　安曇野市商工会　会長

荒 井 英 治 郎
その他地域の実情
に 応 じ た 者 　国立大学法人信州大学　教職支援センター　准教授 座長

草 間 康 晴 地域振興局長 　長野県松本地域振興局長

古 屋 勇 Ｐ Ｔ Ａ 　松本市ＰＴＡ連合会　会長

渡 邊 昭 文 Ｐ Ｔ Ａ 　東筑摩塩尻ＰＴＡ連合会　会長

出 水 雄 二 Ｐ Ｔ Ａ 　安曇野市ＰＴＡ連合会　会長

藤 田 克 彦 中 学 校 長 会 　松本市中学校長会長（組合立鉢盛中学校長）

小 林 順 一 中 学 校 長 会 　東筑摩塩尻中学校長会長（塩尻市立塩尻中学校長）

内 川 雅 信 中 学 校 長 会 　安曇野市中学校長会長（安曇野市立三郷中学校長）

杉 村 修 一 高等学校長会 　松本県ケ丘高等学校長

田 畑 邦 仁 高等学校長会 　塩尻志学館高等学校長

保 坂 美 代 子 高等学校長会 　豊科高等学校長

　事務局

上 原 浩 子

山 岸 明
長野県教育委員会

　長野県教育委員会事務局高校教育課 高校再編推進室 主幹指導主事

　長野県教育委員会事務局高校教育課 高校再編推進室 主任指導主事

旧第11通学区 高等学校教育懇話会　構成員名簿（令和２年度）

市村教育委員会

　　松本市教育委員会　　　　塩尻市教育委員会　　　　安曇野市教育委員会

　　麻績村教育委員会　　　　筑北村教育委員会　　　　生坂村教育委員会

　　山形村教育委員会　　　　朝日村教育委員会　　　　



今後のスケジュール（案） 
 

 

時 期 １１区 懇話会  １２区 協議会（参 考） 

令

和

２

年 

７月 

８月 

■住民説明会（松本市7/20  107名） 

■住民説明会（安曇野市8/28 ２回開催計270名） 

  

10月 

●第２回会議 10/16(金) 

・現状と課題 等 

・住民説明会の報告 

・再編・整備計画【一次】の説明 

・中学生の期待に応える学び場について 

（意見交換） 

・今後の進め方について 

 ●第３回会議 10/12(月) 

・地区３校の現状と課題等について 

・現在までの経過について 

・今後の進め方について 

 
11月 

 
12月 

 
1月 
 

２月 
 

３月 
 

４月 

◆研究部会（３～４回程度） 
 

合同部会 

安曇野・大北地域

の高等学校を 

考える合同部会

( 仮 称 ) 

 

研究部会Ⅰ

（松本） 

研究部会Ⅱ

（塩尻） 

研究部会Ⅲ

（安曇野） 

令

和

３

年 

●第３回会議 

・各研究部会、合同部会からの報告 

・関係者意見聴取の方法について 

 （同窓会・生徒・ＰＴＡ等） 

●第４回会議 

・合同部会からの報告 

・関係者意見聴取の方法について 

 （同窓会・生徒・ＰＴＡ等） 

５月 

●第４回会議 

・関係者意見聴取(同窓会･生徒･ＰＴＡ等) 

・意見提案の内容を検討 

 ●第５回会議 

・関係者意見聴取(同窓会･生徒･ＰＴＡ等) 

・意見提案の内容を検討 

７月 
●第５回会議 

・意見提案の素案の検討 

 ●第６回会議 

・意見提案の素案の検討 

８月 

 

９月 

 

10月 

（●第６回会議） 

・意見提案書（案）の検討 

（パブリックコメント） 

（●第７回会議） 

・意見・提案書の承認 

 ●第７回会議 

・意見提案書（案）の検討 

   （パブリックコメント） 

●第８回会議 

・意見・提案書の承認 

 意見・提案書の提出  意見・提案書の提出 



研究部会について（案）  

 

１ 研究部会の目的 

これからの旧 11 通学区の高等学校のあり方及び身近な高等学校の課題などについて、学校

からの聞き取りをもとに意見交換し、今後の懇話会の議論に資することを目的とする。 

 

２ 研究部会の概要 

研究部会名 研究部会Ⅰ（松本） 研究部会Ⅱ（塩尻） 研究部会Ⅲ（安曇野） 

構 成 員 

（敬称略） 

 

※：部会長 

 

座長は 

全研究部会に

オブザーバー

として参加 

松本市教育長 ※ 

麻績村教育長 

筑北村教育長 

伊藤（JA 松本） 

井上（松本市商工会議所） 

古屋（松本市 PTA 連合会） 

藤田（松本市中学校長会） 

杉村（松本県ヶ丘高校長） 

 

荒井座長 

塩尻市教育長 ※ 

山形村教育長 

朝日村教育長 

中島（塩尻商工会議所） 

渡邊（東筑摩塩尻 PTA） 

小林（東筑摩塩尻中学校長会） 

田畑（塩尻志学館高校長） 

 

 

荒井座長 

安曇野市教育長 ※ 

生坂村教育長 

千國（JA あづみ） 

平林（松本機械金属工業会） 

髙橋（安曇野市商工会） 

降幡（県建設業協会安曇野支部長） 

出水（安曇野市 PTA） 

内川（安曇野市中学校長会） 

保坂（豊科高校長） 

荒井座長 

研究テーマ 

〇これからの旧第 11 通学区の県立高等学校のあり方について 

 （主な論点） ・普通科教育  ・定時制、通信制教育 

・専門学科教育 ・公立高校と私立高校 

〇身近な地域の県立高等学校の課題について 

懇話会事務局

担当教委 

松本市教育委員会 

麻績村教育委員会 

筑北村教育委員会 

塩尻市教育委員会 

山形村教育委員会 

朝日村教育委員会 

安曇野市教育委員会 

生坂村教育委員会 

長野県教育委員会 

 

３ 研究部会の進め方 

〇 日程調整、招集、議事調整、資料作成、議事録作成等は担当する市村教委があたる。 

 〇 会議の進行は原則として部会長が行う。 

 〇 県教育委員会は、研究部会の求めに応じて状況説明等を行う。 

 〇 身近な地域の高校から聞き取り調査を行う。 

 

 

 



４ 内容（目途） 

研究部会 
研究部会Ⅰ 

（松本） 

研究部会Ⅱ 

（塩尻） 

研究部会Ⅲ 

（安曇野） 

第１回  
 

 

第２回 
～ 

第３回 
 

 
 

 

（市内７校の課題） （市内２校の課題） （市内４校の課題） 

第４回 
 

  

 

５ 旧第 12 通学区協議会(大北地域における高等学校の将来を考える協議会) との合同部会について 

〇 構成員 「研究部会Ⅲ（安曇野）」と「旧第 12 通学区協議会の一部（10 名程度）」の    

メンバーで構成 

〇 事務局 安曇野市教育委員会・生坂村教育委員会・旧第 12 通学区協議会事務局・県教委 

 

 

 

 

 

【参考】旧第 11・12 通学区の高等学校（広域通信制は除く） 

松本市内県立校 
 

梓川、松工、県ヶ丘、美須々､ 

深志、蟻ヶ崎、筑摩（多部制･

通信制） 

塩尻市内県立校 
 

塩尻志学館、田川 

 

安曇野市内県立校 
 

豊科、明科、南農、穂商 

 

旧第 12 通学区県立校 
 

池工、大町岳陽、白馬 

【私立】 

松商、松本国際、松本第一､エ

クセラン、信濃むつみ(通信

制)、松本秀峰中等教育 

〔筑北村〕日本ウェルネス長

野 

【私立】 

都市大塩尻 
 

 
 

 

旧第 11 通学区の県立高校のあり方 

身近な地域の県立高校の課題 

学校からの聞き取り調査  

研究部会のまとめ・懇話会への提出資料の検討  


